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・2017年12月～現在 歴史評論編集委員 
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研究テーマ※ 近世日本における対外認識の形成と学問 

概要※ 
（概ね1000字以内） 

（写真・グラフ等自由） 

【研究の背景・目的・内容】 

 近世日本における対外認識の形成について、平戸藩を中心に研究している。主に次の３点から考察している。 

①地域意識の形成  

平戸の藩士や町人が作成した史料を検討し、近世初期の対外交流に関する記憶が地域の中でどのように受け

継がれ、家や地域の自己認識にいかなる影響を与えたのか、検討している。 

②江戸における学問・知識受容 

 近世後期の平戸藩主松浦清（静山）を中心に、江戸における幕臣・知識人との交際を通して、大名家がどのよう

に学問や知識を受容したのか検討している。清（静山）の書物目録のほか、清の側室である蓮乗院に関する記録

も用いることで、奥の女性も含む交際関係のなかで、学問・知識受容の具体像を解明することを試みている。 

③近世近代移行期の対外認識  

明治初期の松浦家当主・旧平戸藩士の書翰や著作から、彼らの儒学・洋学との関わりについて検討している。

そして、近世後期に受容された学問が、近世近代移行期の対外認識に与えた影響について考察している。 

【応用例、研究の展望】 

・地域や大名家において蓄積された知識が、藩や幕府の対外認識や対外政策に与えた影響を明らかにする。こ

れにより、地域史・藩政史・幕政史と対外関係史の架橋を試みる。 

・明治期における対外関係史・貿易史研究の背景について、近世後期の学問との関わりの中で考察し、近世・近代

における学問状況の連続性と相違を明らかにする。 

【研究方法の特色】 

・フィールドワークを行い、地域史料の調査成果を生かした研究を行っている。 

・史料として、古文書のほかにオランダ語の洋書も対象とし、複数言語による研究を試みている。 

本研究関連 

特許・論文等 

・吉村雅美『近世日本の対外関係と地域意識』（清文堂出版、2012年） 

・吉村雅美「近世日本における対外関係の変容と「藩」意識」（『歴史学研究』937号、2015年） 

共同研究・外部機関 

との連携への期待 

 

 

 


